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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 10月 17日 (2003.10.17)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ と そ の 使 用 方 法
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】 一 方 端 を 閉 塞 し た 中 空 の 柱 状 部 と 、 該 柱 状 部 の 他 方 端 に 接 合 し 、 か つ 他 方 端
か ら 遠 ざ か る に つ れ て 断 面 積 が 小 さ く な る よ う に 形 成 し た 傾 斜 部 と 、 該 傾 斜 部 の 最 終 端 に
粉 粒 体 を 供 給 ・ 排 出 す る 開 口 部 と 、 該 開 口 部 を 開 閉 す る 開 閉 手 段 と を 備 え た 粉 粒 体 用 コ ン
テ ナ で あ っ て 、 前 記 傾 斜 部 の 傾 斜 角 度 は 、 該 コ ン テ ナ に 供 給 す る 粉 粒 体 の 安 息 角 以 上 に す
る こ と を 特 徴 と す る 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ 。
【 請 求 項 ２ 】 開 口 部 を 下 方 に 向 け 安 置 で き る よ う に 、 傾 斜 部 側 に 載 置 手 段 を 設 け る と と
も に 、 開 口 部 を 上 方 に 向 け 安 置 で き る よ う に 、 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ の 前 記 一 方 端 に 平 面 を
設 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ 。
【 請 求 項 ３ 】 請 求 項 １ 及 び ２ 記 載 の 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ で あ っ て 、 該 コ ン テ ナ の 両 側 部 に 係
合 部 を 設 け る と と も に 、 こ の 係 合 部 に 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ 回 動 装 置 を 係 合 さ せ て 粉 粒 体 用 コ
ン テ ナ を 上 下 方 向 に 回 動 さ せ る こ と に よ り 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ へ の 供 給 ・ 排 出 を 行 う こ と を
特 徴 と す る 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ の 使 用 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 が 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 粉 粒 体 を し 、 一 時 保 存 又 は 長 期 保 存 で き る 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ に 関
す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
図 ７ は 公 知 の ラ ッ ク シ ス テ ム Ｄ の 一 例 を 示 す も の で 、 多 数 の 収 納 棚 １ ０ １ を 横 方 向 に 連 設
し 、 さ ら に 、 収 納 棚 １ ０ １ を 複 数 段 積 重 し 収 納 棚 群 １ ０ ４ と し た も の で あ る 。

前 記 収 納 棚 群 １ ０ ４ の 間 ス タ ッ カ ー ク レ ー ン １ ０
２ 水 平 方 向 及 び 垂 直 方 向 に 往 復 移 動 可 能 と な っ て お り 、 目 的 の 収 納 棚 １ ０ １ ま で 到 達
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す る と コ ン テ ナ １ ０ ３ を 収 納 す う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 の ラ ッ ク シ ス テ ム コ ン テ 、 １ ～ ２ ト ン 程 度 の 米 収 容 で き る 鉄 又 は ア ル
ミ 製 の 直 方 体 を な 、 頂 面 中 央 動 開 閉 さ れ る 蓋 を 有 し 、 一 側 の 下 に は 排 出
口 コ ン テ ナ 傾 動 可 能 な 受 板 に 乗 せ 、 油 圧 機 構 に よ っ て
傾 開 て 、 コ ン テ ナ 内 の 米 受 板 下 部 の 落 下 口 落 下 る よ う に
な っ て い 特 開 平 ５ － １ ２ ３ ５ ９ １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 粒 体 を さ せ る １ 個 の 開 口 と そ の 開 口 を 塞 ぐ 蓋 と を 上 面 え

あ る （ 特 許 公 報 　 第 ２ ６ ８ ６ １ ４ ４ 号 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 特 開 平 ５ － １ ２ ３ ５ ９ １ 特 許 第 ２ ６ ８ ６ １ ４ ４ 号 公 報 に 記 載 の コ
ン テ ナ 等 の 粉 粒 体 を 投 入 す る と 、 粉 粒 体 は 山 状 に し 、 前 記 コ ン テ ナ 上 部 の 隅
に は 粉 粒 体 が 空 間 が で き る 。 そ の た め 、 前 記 コ ン テ ナ 　 　 隅 に 埃 等
が 付 着 し 、 長 時 間 使 用 し て い る と 埃 等 が 塊 と な っ て 粉 粒 体 に 混 入 す る 虞 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 コ ン テ ナ 上 部 の 隅 に は 米 等 の 粉 粒 体 空 間 が で き る の で 、

実 量 よ り 大 き め の を 作 製 す る 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
さ ら に 、 特 許 第 ２ ６ ８ ６ １ ４ ４ 号 公 報 記 載 の コ ン テ 、 粉 粒 体 を 排 出 る 際 に １ 個 の
開 口 下 方 向 く よ う に 反 転 機 に よ 反 転 さ せ る が 、 コ ン テ ナ 形 状 が 箱 体 で あ る た
め 粉 粒 体 の 残 留 が 生 じ る 虞 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 上 記 問 題 点 に 鑑 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ に 粉 粒 体 を 供 給 し た 際 に 、 粉 粒 体 用 コ ン テ
ナ 上 部 の 隅 に 空 間 が で き な い よ う に 、 ま た 、 粉 粒 体 を 排 出 す る 際 留 が 生 じ な 粒
体 用 コ ン テ ナ と そ の 使 用 方 法 を 提 供 す る こ と を 技 術 的 課 題 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 願 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 一 方 端 を 閉 塞 し た 中 空 の
柱 状 部 と 、 該 柱 状 部 の 他 方 端 に 接 合 し 、 か つ 他 方 端 か ら 遠 ざ か る に つ れ て 断 面 積 が 小 さ く
な る よ う に 形 成 し た 傾 斜 部 と 、 該 傾 斜 部 の 最 終 端 に 粉 粒 体 を 供 給 ・ 排 出 す る 開 口 部 と 、 該
開 口 部 を 開 閉 す る 開 閉 手 段 と を 備 え た 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ で あ っ て 、 前 記 傾 斜 部 の 傾 斜 角 度
は 、 該 コ ン テ ナ に 供 給 す る 粉 粒 体 の 安 息 角 以 上 に す る と い う 技 術 的 手 段 を 講 じ る も の で あ
る 。 よ っ て 、 該 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 以 下 の 作 用 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
開 口 部 か ら 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ に 粉 粒 体 を 供 給 す る と 、 粉 粒 体 は 山 状 に 積 重 す る 。 こ の と き
、 傾 斜 部 の 傾 斜 角 度 は 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ に 供 給 す る 粉 粒 体 の 安 息 角 以 上 で あ る た め 、 粉 粒
体 は 前 記 傾 斜 部 に 添 っ て ほ ぼ 隙 間 な く 充 填 さ れ る 。 ま た 、 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ 内 の 粉 粒 体 を
排 出 す る 際 は 、 前 記 傾 斜 部 の 傾 斜 角 度 は 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ に 供 給 す る 粉 粒 体 の 安 息 角 以 上
で あ る た め 、 前 記 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ 内 の 粉 粒 体 は 残 留 す る こ と な く 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 願 の 請 求 項 ２ に 係 る 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ は 、 開 口 部 を 下 方 に 向 け 安 置 で き る よ う に 、 傾
斜 部 側 に 載 置 手 段 を 設 け る と と も に 、 開 口 部 を 上 方 に 向 け 安 置 で き る よ う に 、 粉 粒 体 用
コ ン テ ナ の 前 記 一 方 端 に 平 面 を 設 け る と い う 技 術 的 手 段 を 講 じ る も の で あ る 。 よ っ て 、 該
請 求 項 ２ に 係 る 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ は 、 以 下 の 作 用 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
粉 粒 体 用 コ ン テ ナ は 、 開 口 部 を 下 方 に 向 け て 安 置 す る こ と が 可 能 と な り 、 開 口 部 を 上 方 に
向 け て 安 置 す る こ と も 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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本 願 の 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ の 両 側 部 に 係 合 部 を 設 け る と と も に 、 こ
の 係 合 部 に 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ 回 動 装 置 を 係 合 さ せ て 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ を 上 下 方 向 に 回 動 さ
せ る こ と に よ り 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ へ の 供 給 ・ 排 出 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 粉 粒 体 用 コ ン テ
ナ の 使 用 方 法 で あ る 。 よ っ て 、 該 請 求 項 ３ に 係 る 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ の 使 用 方 法 は 、 以 下 の
作 用 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
粉 粒 体 用 コ ン テ ナ は 回 動 装 置 と 係 合 す る こ と で 上 下 方 向 に 回 動 自 在 と な り 、 開 口 部 を 上 方
に 向 け て 開 閉 手 段 を 開 状 態 に し て 粉 粒 体 の 供 給 を 行 い 、 ま た 、 前 記 開 口 部 を 下 方 に 向 け て
前 記 開 閉 手 段 を 開 状 態 に し て 前 記 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ 内 の 粉 粒 体 を 排 出 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 精 米 工 場 の ラ ッ ク シ ス テ ム を 例 に し て 図 １ 、 図 ２ 、 図 ３ 、 図 ４ 、 図
５ 及 び 図 ６ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ２ は 本 発 明 の 好 適 な 一 実 施 形 態 を 示 す 精 米 工 場 に お け る ラ ッ ク コ ン テ ナ シ ス テ ム の 正 面
図 で あ り 、 図 ３ は 本 発 明 の 好 適 な 一 実 施 形 態 を 示 す 精 米 工 場 に お け る ラ ッ ク コ ン テ ナ シ ス
テ ム の 右 側 面 図 で あ る 。 多 数 の 収 納 棚 １ １ を 横 方 向 に 連 設 し 、
さ ら に 、 収 納 棚 １ １ を 複 数 段 積 重 し 収 納 棚 群 １ ３ 対 前 記 収 納 棚 群 １ ３ の
間 粒 体 用 コ ン テ ナ Ａ を 積 載 し 、 水 平 方 向 及 び 垂 直 方 向 に 往 復 移 動 可 能

目 的 の 収 納 棚 １ １ ま で 到 達 す る と 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ
Ａ を 収 納 す う に な っ て い る 。 こ の 設 備 を ラ ッ ク コ ン テ ナ シ ス テ ム Ｃ と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】

前 記 ラ ッ ク コ ン テ ナ シ ス テ ム Ｃ 部 に 精 米 機 ２ １ を 設 け 該 精 米 機
２ １ に 隣 接 し て 昇 降 機 ２ ２ を 立 設 し 、

製 品 、 砕 米 、 糠 及 び 糠 玉 等 を 選 別 す る ロ ー タ リ ー シ フ タ ー ２ ４ 接 続
前 記 ロ ー タ リ ー シ フ タ ー ２ ４ 下 方 に 着 色 粒 や ガ ラ ス 等 を 取 り 除 く 色 彩 選 別
機 ２ ６ ュ ー ト パ イ プ ２ ５ を 介 し て 接 続 前 記 色 彩 選 別 機 ２ ６ 下 方 に
計 量 機 ２ ８ シ ュ ー ト パ イ プ ２ ７ を 介 し て 接 続 る 。 ま た 、 前 記 計 量 機 ２ ８ の 下 方 に は 粉
粒 体 用 コ ン テ ナ Ａ 上 下 回 動 回 動 装 置 Ｂ を 設 。
【 ０ ０ １ ８ 】
前 記 ラ ッ ク コ ン テ ナ シ ス テ ム Ｃ の 左 側 面 は 、 ラ ッ ク コ ン テ ナ シ ス
テ ム Ｃ 最 上 段 に コ ン テ ナ ス テ ー シ ョ ン ３ ０ シ ュ ー
ト パ イ プ ３ １ を 介 し て ブ レ ン ド 計 量 機 ３ ２ 該 ブ レ ン ド 計 量 機 ３
２ の 下 方 タ ン ク ３ ４ 続 タ ン ク ３
４ の 下 計 量 包 装 機 ３ ５ 接 続 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ は コ ン テ ナ シ ス テ ム に お け る 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ Ａ と 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ 回 動 装 置 Ｂ

斜 視 図 で あ る 。 一 方 端 を 閉 塞 し た 中 空 の 柱 状 部 １ と 、 該 柱 状
部 １ の 他 方 端 に 接 合 し 、 か つ 他 方 端 か ら 遠 ざ か る に つ れ て 断 面 積 が 小 さ く な る よ う に 形 成
し た 傾 斜 部 ２ 。 柱 状 部 １ の 形 状 型 や 角 型 等 ど ん な 形 で も よ い 。 傾 斜 部 ２ の
傾 斜 角 度 は 、 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ Ａ に 供 給 す る 粉 粒 体 の 安 息 角 以 上 に す る 。 傾 斜 角 度 は
、 粉 粒 体 の 安 息 角 よ り １ ５ 度 程 度 大 き 、 好 ま し く は 稜 線 の 傾 斜 角 度 を 供 給 す る 粉 粒
体 の 安 息 角 よ り ２ 、 ３ 度 大 き く る 。 傾 斜 部 ２ の 端 に は 粉 粒 体 を 供 給 ・ 排 出 す る

開 口 部 ３ と 、 該 開 口 部 ３ を 開 閉 す る 開 閉 手 段 ４ と を 備 え る 。 開 閉 手 段 ４ は 、 ス ラ イ ド
式 （ 図 ４ 参 照 ） 、 扉 開 閉 式 （ 図 ５ 参 照 ） 又 は 蓋 回 転 開 閉 式 （ 図 ６ 参 照 ） 等 で 手
動 、 ギ ヤ モ ー タ 、 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ 、 エ ア シ リ ン ダ 又 は ソ レ ノ イ ド 等 を 利 用 し た 動 力 は
粉 粒 体 用 コ ン テ ナ Ａ に 設 け て も よ い し 、 ラ ッ ク コ ン テ ナ シ ス テ ム Ｃ に 設 け て も よ い し 、 前
記 ラ ッ ク コ ン テ ナ シ ス テ ム Ｃ の 周 辺 機 に 設 け て も よ い 。 ま た 、 開 口 部 ３ を 下 方 に 向 け 安
置 で き る よ う に 、 柱 状 部 １ の 傾 斜 部 ２ 側 の 四 つ ら 支 保 部 材 ５ を 延 設 し 、 ４ つ の 該 支 保
部 材 ５ の 端 部 に 連 設 部 材 ６ を 備 え た 載 置 手 段 を 設 け る 、 前 記 開 口 部 ３ を 上 方 に 向 け
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ラ ッ ク コ ン テ ナ シ ス テ ム は
た を 有 す る 。 一 の

に は 、 粉 を に し た ス
タ ッ カ ー ク レ ー ン １ ２ を 配 設 し 、 前 記

る よ

図 ３ に お い て 、 の 下 は る 。
は 、 該 昇 降 機 ２ ２ の 排 出 側 は シ ュ ー ト パ イ プ ２ ３ を

介 し て 、 に し て あ る 。
は 、 配 置 し た 、

と シ す る 。 は 、 配 置 し た
と す

の の 向 き を す る け る

（ 図 ２ に お け る 左 側 ） に
コ ン テ ナ ス テ ー シ ョ ン ３ ０ を 設 け 、 該 は

下 方 に 配 置 し た に 接 続 し 、
は パ イ プ ３ ３ を 介 し て 下 方 に 配 置 し た と 接 す る 。 ま た 、 該

部 は に す

、 を
示 す 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ Ａ は 、

と を 有 す る は 丸
前 記

も く し
も す 下 た め

の 該
構 成 す る 。

て
角 か

。 ま た



て も 安 置 で き る よ う に 、 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ Ａ の 一 平 面 を 設 け る 。 に
、 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ Ａ の 両 側 部 に 係 合 部 ７ を 設 け 、 回 動 装 置 Ｂ と 係
合 上 下 方 向 に 回 動 自 在 。
【 ０ ０ ２ ０ 】

粉 粒 体 用 コ ン テ ナ 回 動 装 置 Ｂ は 示 レ ー ル に 添 っ て 前 後 左 右 に 移 動 可 能
本 体 １ ０

３ ６ ０ 度 左 右 回 動 自 在 て あ る 。 該 ア ー ム ８ は 回 転 軸 ９ と と
も 下 移 き る 構 造 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 に 、 前 記 実 施 の 形 態 作 動 に つ い て 説 明 す る 。 精 米 機 ２ １ で 精 米 さ れ た 白 米 は 、 昇 降 機
２ ２ で 一 旦 上 部 に 搬 送 さ れ た 後 、 重 設 の 機 械 を 上 か ら 下 へ 自 重 に よ り 通 過 す る 。

ま ず ロ ー タ リ ー シ フ タ ー ２ ４ で 白 米 、 砕 米 、 糠 、 糠 玉 等 に 分 別 る 。 分
別 さ れ た 前 記 白 米 は 色 彩 選 別 機 ２ ６ 着 色 粒 や ガ ラ ス 等 取 り 除 か れ る 。 色 彩 選 別
後 、 白 米 を 計 量 機 ２ ８ で 計 量 し 、 最 下 段 に 設 け ら れ た 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ Ａ に 供 給 す る
【 ０ ０ ２ ２ 】

述 べ る 。 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ Ａ の 下 方 に 向 い て い た 開 口 部 ３
を 上 方 に 向 け る た め 、 ま ず 回 動 装 置 Ｂ の ア ー ム ８ を 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ Ａ の 係 合 部 ７ に
差 し 込 位 置 に 合 わ せ る 。 次 に 本 体 １ ０ を 前 進 さ せ て ア ー ム ８ を 係 合 部 ７ に 差 し 込

、 ア ー ム ８ を 上 方 に 移 動 て 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ Ａ を 持 ち 上 げ 動

後 白 米 が 供 給 で き る 位 置 に 案 内 後 、 粉 粒 体 用 コ ン テ
ナ Ａ の 開 閉 手 段 ４ を 開 状 態 に し 白 米 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
粉 粒 体 用 コ ン テ ナ Ａ に を 充 填 す る と 、 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ Ａ の 開 閉 手 段 ４ を 閉 状 態 に す
る 。 回 動 装 置 Ｂ は 、 上 方 に 向 い て い た 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ Ａ の 開 口 部 ３ を 下 方 に 向 け る た め
、 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ Ａ を 横 方 向 に 案 内 後 、 ア ー ム ８ を 上 方 に 移 動 す る こ と に よ っ て 粉 粒 体
用 コ ン テ ナ Ａ を 持 ち 上 げ 動 す る 。 回 動 後 、 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ Ａ を ス タ ッ カ ー ク レ ー ン
１ ２ に 引 き 渡 せ る 場 所 に 載 置 す る 。 そ し て 、 回 動 装 置 Ｂ の 本 体 １ ０ を 後 退 さ せ 、 ア ー ム ８
を 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ Ａ の 係 合 部 ７ よ り 抜 。 そ の 後 、 回 動 装 置 Ｂ 横 方 向 に 移 動 、 こ
れ ま で の 一 連 の 作 業 を 繰 り 返 す 。 一 方 、 白 米 が 充 填 さ れ た 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ Ａ は ス タ ッ カ
ー ク レ ー ン １ ２ に よ り 空 の 収 納 棚 １ １ に 運 搬 さ れ 、 一 時 保 管 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
収 納 棚 群 １ ３ に 一 時 保 管 し て い た 白 米 が 出 荷 さ れ る と き 、 ま 納 棚 １ １ に 収 納 し て
い た 白 米 入 り の 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ Ａ を 、 ス タ ッ カ ー ク レ ー ン １ ２ に よ っ て 粉 粒 体 用 コ
ン テ ナ ス テ ー シ ョ ン ３ ０ に 搬 送 す る 。 搬 送 後 、 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ Ａ の 開 閉 手 段 ４ を 開 状 態
に す る こ と で 白 米 は 排 出 さ れ る 。 排 出 後 、 白 米 は 、 重 設 の 機 械 を 上 か ら 下 へ 自 重 に よ り 通
過 す る 。 ま ず 、 シ ュ ー ト パ イ プ ３ １ を 通 過 し て ブ レ ン ド 計 量 機 ３ ２ で 計 量 さ れ る 。 そ し て
、 シ ュ ー ト パ イ プ ３ ３ を 通 過 し 、 タ ン ク ３ ４ に 一 時 貯 留 さ れ 、 計 量 包 装 機 ３ ５ で 計 量 包 装
さ れ て 出 荷 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ は 、 一 方 端 を 閉 塞 し た 中 空 の 柱 状 部 と 、 該 柱 状 部 の 他 方 端 に 接
合 し 、 か つ 他 方 端 か ら 遠 ざ か る に つ れ て 断 面 積 が 小 さ く な る よ う に 形 成 し た 傾 斜 部 と 、 該
傾 斜 部 の 最 終 端 に 粉 粒 体 を 供 給 ・ 排 出 す る 開 口 部 と 、 該 開 口 部 を 開 閉 す る 開 閉 手 段 と を 備
え る 。 傾 斜 部 の 傾 斜 角 度 は 、 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ に 供 給 す る 粉 粒 体 の 安 息 角 以 上 に す る 。 ま
た 、 開 口 部 を 下 方 に 向 け 安 置 で き る よ う に 、 傾 斜 部 側 に 載 置 手 段 を 設 け る と と も に 、 前 記
開 口 部 を 上 方 に 向 け 安 置 で き る よ う に 、 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ の 前 記 一 方 端 に 平 面 を 設 け る 。
さ ら に 、 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ の 両 側 部 に 、 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ 回 動 装 置 を 係 合 さ せ て 粉 粒 体 用
コ ン テ ナ を 上 下 方 向 に 回 動 さ せ る 係 合 部 を 設 け る 。 こ の こ と に よ り 、 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ に
粉 粒 体 を 供 給 す る と 、 粉 粒 体 は 山 状 に 積 重 す る が 、 傾 斜 部 の 傾 斜 角 度 を 粉 粒 体 の 安 息 角 以
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（ 柱 状 部 １ ） 方 に さ ら
る こ と に よ り 後 述 す る

し 、 粉 粒 体 コ ン テ ナ Ａ を に で き る よ う に し て あ る

前 記 、 図 し な い 方 向
に し た を 有 す る 。 該 本 体 １ ０ に は コ の 字 状 の ア ー ム ８ が 設 け て あ り 、 該 ア ー ム ８
は 回 転 軸 ９ に よ り 、 に し ま た 、

に 上 動 で に し て あ

の
（ 流 下 ）

前 記 白 米 は さ れ 次 に
に よ っ て が

。

次 に 回 動 装 置 Ｂ の 作 動 に つ い て
に は

み 可 能 な
み さ せ て 回 す る こ と に よ り 行
う 。
こ の 、 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ Ａ を し 、 こ の

て

白 米

て 回

く を さ せ

に は ず 収
前 記



上 に し た こ と に よ っ て 、 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ 内 に 粉 粒 体 が ほ ぼ 隙 間 な く 充 填 で き る 。 こ れ は
従 来 、 実 量 よ り 大 き め の 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ を 作 製 し て い た が 、 本 発 明 に よ り 、 実 量 に 近 い
粉 粒 体 用 コ ン テ ナ サ イ ズ に す る こ と が で き る 。 ま た 、 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ に 粉 粒 体 を 充 填 し
た 際 に 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ 内 上 部 の 隅 に 空 間 が で き る こ と に よ り 埃 等 が 付 着 し 、 長 時 間 使 用
し て い る と 付 着 し て い た 埃 等 が 塊 と な っ て 粉 粒 体 に 混 入 す る と い う 問 題 も な く な る 。 粉 粒
体 用 コ ン テ ナ 内 の 粉 粒 体 を 排 出 す る 場 合 は 、 傾 斜 部 の 傾 斜 角 度 を 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ に 供 給
す る 粉 粒 体 の 安 息 角 以 上 に し た こ と に よ っ て 、 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ 内 の 粉 粒 体 を 残 留 す る こ
と な く 排 出 で き る 。 こ の こ と よ り 、 残 留 し た 粉 粒 体 に 虫 等 が 発 生 し て い た 問 題 を 解 決 す る
こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に お け る 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ と 回 動 装 置 の 斜 視 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 好 適 な 一 実 施 形 態 を 示 す 精 米 工 場 に お け る ラ ッ ク コ ン テ ナ シ ス テ ム の 正
面 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 好 適 な 一 実 施 形 態 を 示 す 精 米 工 場 に お け る ラ ッ ク コ ン テ ナ シ ス テ ム の 右
側 面 図
【 図 ４ 】 開 閉 手 段 ４ （ ス ラ イ ド 式 ） の 参 考 斜 視 図
【 図 ５ 】 開 閉 手 段 ４ （ 扉 開 閉 式 ） の 参 考 斜 視 図
【 図 ６ 】 開 閉 手 段 ４ （ 蓋 回 転 開 閉 式 ） の 参 考 斜 視 図
【 図 ７ 】 従 来 の ラ ッ ク シ ス テ ム の 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
Ａ 　 　 粉 粒 体 用 コ ン テ ナ
Ｂ 　 　 回 動 装 置
Ｃ 　 　 ラ ッ ク コ ン テ ナ シ ス テ ム
Ｄ 　 　 公 知 の ラ ッ ク シ ス テ ム
１ 　 　 柱 状 部
２ 　 　 傾 斜 部
３ 　 　 開 口 部
４ 　 　 開 閉 手 段
５ 　 　 支 保 部 材
６ 　 　 連 設 部 材
７ 　 　 係 合 部
８ 　 　 ア ー ム
９ 　 　 回 転 軸
１ ０ 　 　 本 体
１ １ 　 　 収 納 棚
１ ２ 　 　 ス タ ッ カ ー ク レ ー ン
１ ３ 　 　 収 納 棚 群
２ １ 　 　 精 米 機
２ ２ 　 　 昇 降 機
２ ３ 　 　 シ ュ ー ト パ イ プ
２ ４ 　 　 ロ ー タ リ ー シ フ タ ー
２ ５ 　 　 シ ュ ー ト パ イ プ
２ ６ 　 　 色 彩 選 別 機
２ ７ 　 　 シ ュ ー ト パ イ プ
２ ８ 　 　 計 量 機
３ ０ 　 　 コ ン テ ナ ス テ ー シ ョ ン
３ １ 　 　 シ ュ ー ト パ イ プ
３ ２ 　 　 ブ レ ン ド 計 量 機
３ ３ 　 　 シ ュ ー ト パ イ プ
３ ４ 　 　 タ ン ク
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３ ５ 　 　 計 量 包 装 機
４ １ 　 　 ス ラ イ ド 式
４ ２ 　 　 扉 開 閉 式
４ ３ 　 　 蓋 回 転 開 閉 式
１ ０ １ 　 　 収 納 棚
１ ０ ２ 　 　 ス タ ッ カ ー ク レ ー ン
１ ０ ３ 　 　 コ ン テ ナ
１ ０ ４ 　 　 収 納 棚 群
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ２ 】
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